
桜
の
木
の
下
で

学
校
長
　
渡
　
邉
　
　
　
望

高校22回　諸橋　良枝

園
部
早
由
里

鈴
木
ミ
チ
子

同
窓
会
長
　
玉
　
手
　
匡
　
子

　

本
年
度
、
母
校
創
立
百
十
周
年

に
あ
た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
会

報
を
発
行
い
た
し
ま
す
が
、
第

十
九
号
と
い
う
初
々
し
い
号
数
で

す
。

　

会
報
が
産
声
を
上
げ
た
の
は
昭

和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
で
す
。

当
時
の
山
崎
サ
ト
様
（
第
三
代
目

会
長
）
の
下
、
千
葉
と
し
（
高
女

十
六
回
）副
会
長
の
発
案
で
し
た
。

縁
あ
っ
て
、
創
刊
号
か
ら
第
六
号

ま
で
編
集
に
携
わ
っ
た
こ
と
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

会
長
職
に
就
い
て
四
期
七
年
目

を
迎
え
、
第
十
六
号
（
高
校
十
四

　

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日

付
で
国
か
ら
文
書
に
よ
る
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。「
桜
丘
会
館
」
を

文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
し
た

（
第
〇
七
―
〇
一
四
八
号
）
と
の

内
容
で
す
。「
こ
の
建
造
物
は
貴

重
な
国
民
的
財
産
で
す
。」
ブ
ロ

ン
ズ
の
銘
板
に
は
こ
う
書
か
れ
て

い
ま
す
。
国
に
対
し
て
桜
丘
会
館

の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
に
関
係
さ

れ
た
方
々
の
ご
尽
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

桜
丘
会
館
は
ざ
っ
と
勘
定
し
て

も
、
七
十
年
ほ
ど
あ
の
場
所
に

あ
っ
て
、
磐
城
高
女
、
磐
城
女

子
、
磐
城
桜
が
丘
の
時
代
に
立
ち

母
校
創
立
110110
周
年
記
念
特
集
号

発
行
に
寄
せ
て

回
）、
十
七
号
（
高
校
十
八
回
）、

第
十
八
号
（
高
校
二
十
一
回
）
と

今
回
は
高
校
二
十
四
回
の
会
員
と

編
集
を
ご
一
緒
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
活
動
と
編
集
委
員
会
と

の
関
係
を
簡
単
に
記
し
ま
す
と
今

年
度
の
各
担
当
は
総
会
（
高
校

二
十
二
回
）、
研
修
旅
行
（
高
校

二
十
三
回
）、
会
報
発
行
（
高
校

二
十
四
回
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
小
名
浜
方
部
会
（
小
桜

会
）
が
当
番
で
す
。
方
部
会
は
総

会
と
研
修
旅
行
の
み
の
担
当
で
、

会
報
の
発
行
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
会
報
は
二
年
に
一
度
の
発

行
に
な
り
ま
す
。
二
十
七
年
度
は

高
校
二
十
五
回
～
高
校
二
十
七
回

の
評
議
員
を
中
心
に
こ
の
三
件
を

担
当
し
、
二
十
八
年
度
は
勿
来
方

部
会
が
担
当
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
回
っ
て
く

る
頃
に
は
大
体
還
暦
を
迎
え
た
時

期
で
す
が
、
六
十
代
と
い
っ
て
も

現
役
で
バ
リ
バ
リ
活
躍
し
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
的
余
裕
は
な
く
、

編
集
担
当
の
方
々
を
探
す
の
に
毎

回
苦
労
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、

幸
い
に
そ
れ
な
り
の
人
数
が
集
ま

り
、
し
か
も
俄
か
編
集
委
員
に
も

拘
わ
ら
ず
、
素
晴
ら
し
い
会
報
を

完
成
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

各
人
の
努
力
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
校
内
理
事
で
あ
る
先
生
方
の
お

力
添
え
は
大
き
い
で
す
。

　

年
度
内
に
作
成
し
、
最
初
に
三

月
一
日
の
卒
業
式
の
日
に
配
布
す

る
と
い
う
日
程
で
進
め
る
た
め

に
、
第
一
回
の
編
集
委
員
会
は
暑

い
七
月
に
開
催
さ
れ
、
延
べ
五
回

ぐ
ら
い
委
員
会
が
も
た
れ
ま
す
。

　

編
集
委
員
に
な
り
ま
す
と
、
卒

業
以
来
、
初
め
て
母
校
を
訪
れ
る

方
や
改
め
て
お
互
い
同
期
だ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
急
に
学
生
時
代
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、「
磐
陽
の

学
び
舎
」
の
伝
統
を
有
難
く
感
じ

る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
創
立
百
十
周
年
記
念
号

と
い
う
節
目
を
飾
る
立
派
な
会
報

の
誕
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
会
報
を
「
維
持
会
費
」

を
活
用
し
て
多
く
の
会
員
に
お
届

け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

汗
と
知
恵
の
結
晶
の
本
会
報
が

同
窓
生
の
絆
を
さ
ら
に
強
め
る
こ

と
を
希
う
ば
か
り
で
す
。

会
っ
て
き
て
い
ま
す
。
本
校
の
シ

ン
ボ
ル
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。か
の
大
震
災
の
折
に
、

近
く
に
お
住
い
の
卒
業
生
は
、
桜

丘
会
館
は
崩
れ
落
ち
て
い
や
し
な

て
、
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
確
か

め
に
来
た
そ
う
で
す
。
居
て
も

立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
、
あ
の
気

持
ち
で
す
。
建
物
の
中
は
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
見
た
目

で
は
大
き
な
異
状
が
な
さ
そ
う
だ

と
わ
か
る
と
安
心
し
て
涙
が
こ
ぼ

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
思
い
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
個
々

人
に
よ
っ
て
対
象
や
深
さ
が
違
い

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
長
い
人
生
の

中
で
の
こ
の
若
い
時
期
に
、
過
ご

し
た
時
間
は
同
じ
長
さ
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
濃
密
な
時
間
が
今

も
昔
も
こ
の
学
校
に
は
流
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

七
月
二
日
に
は
創
立
百
十
周
年

記
念
式
典
を
芸
術
文
化
交
流
館
ア

リ
オ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
五
日
仮

装
行
列
、
六
日
桜
丘
祭
一
般
公

開
、
百
十
年
目
の
お
祝
い
を
兼
ね

て
生
徒
も
職
員
も
力
い
っ
ぱ
い
取

て
創
立
百
十
周
年
と
区
切
り
の
よ

い
年
で
し
た
が
、
来
年
の
百
十
一

年
で
も
、
そ
の
次
の
百
十
二
年
で

も
学
校
の
中
身
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

濃
い
時
間
が
流
れ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

伝
統
校
に
は
た
く
さ
ん
の
智
恵

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
が
丘
を

後
に
す
る
人
た
ち
に
私
は
希
望
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
そ

の
智
恵
を
拾
い
集
め
て
自
分
の
学

校
を
建
て
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、

側
に
桜
の
木
を
一
本
植
え
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
。
学
校
は
あ

な
た
の
人
間
性
を
磨
き
、
あ
な
た

た
ち
の
仲
間
を
励
ま
し
ま
す
。
桜

の
木
は
そ
こ
を
学
校
に
ふ
さ
わ
し

い
場
所
に
変
え
、
時
代
の
移
り
変

わ
り
を
教
え
、
あ
な
た
の
成
長
を

百
年
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
の
で

す
。
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総会報告
　

平
成
二
十
六
年

度
桜
丘
会
総
会

は
、
四
月
二
十
九

日
、
グ
ラ
ン
パ
ー

ク
ホ
テ
ル　

パ

ネ
ッ
ク
ス
い
わ
き

で
一
二
五
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
玉
手
会

長
の
挨
拶
で
開

会
、
当
番
高
校
22

回
生
よ
り
議
長
団

（
野
地
み
ゆ
き
、

木
村
眞
理
、
松
崎

順
子
）
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
議
事
の
最
後
に
新

役
員
の
選
考
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
満
場
一
致
で
次
の
方
々
が
新
役

員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

会　

長　

玉
手　

匡
子（
高
校
13
）

副
会
長　

大
平　

妙
子（
高
校
20
）

　
　
　
　

園
部
早
由
里（
高
校
23
）

　
　
　
　

坂
本　

洋
子（
高
校
19
）

会　

計　

菅
波
八
重
子（
高
校
20
）

監　

査　

勝
田　

裕
子（
高
校
19
）

　
　
　
　

志
賀　

邦
子（
高
校
19
）

理
事
長　

吉
田　

真
弓（
高
校
31
）

　

第
二
部
で
は
渡
邉
望
校
長
先
生

の
ご
挨
拶
、
新
任
先
生
方
の
紹
介

の
あ
と
、
岡
田
峰
子
さ
ん
の
進
行

で
、
懇
親
会
が
始
ま
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
22
回
生
の
川
崎
葉

子
さ
ん
が
黒
田
官
兵
衛
に
ち
な
み

「
黒
田
節
」
を
力
強
く
踊
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
来
賓
代
表
と
し

て
恩
師
石
河
強
先
生
の
ご
挨
拶
に

続
き
、
恩
師
久
家
孝
夫
先
生
か
ら

乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
、
来

賓
、
各
支
部
長
様
の
ご
紹
介
、
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
支
部
の
方
々
に
鈴
木

英
子
さ
ん
（
高
校
16
回
）
か
ら
自

作
の
桜
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

致
し
ま
し
た
。
来
年
度
当
番
の
小

名
浜
方
部
へ
引
継
の
バ
ト
ン
を
渡

し
、小
野
双
葉
さ
ん
（
高
校
12
回
）

が
当
番
の
抱
負
を
お
話
し
し
ま
し

た
。
最
後
に
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
十
六
年
度
の
研
修
旅
行
は
、

六
月
四
日
、
二
十
三
回
卒
業
生
の

企
画
担
当
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
始
め
に

訪
れ
た
上
野
公
園
は
、
初
夏
の
緑

が
ま
ぶ
し
い
程
で
し
た
。
東
京
芸

術
大
学
の
美
術
館
特
別
企
画
「
法

隆
寺
展
・
祈
り
と
か
た
ち
」
で
は
、

そ
の
題
の
通
り
数
々
の
仏
像
と
そ

れ
に
込
め
た
い
に
し
え
人
の
思
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

震
災
後
の
私
た
ち
に
は
特
別
意
味

深
い
こ
と
で
し
た
。

　

昼
食
は
、
上
野
公
園
に
ほ
ど
近

い
水
月
ホ
テ
ル
鷗
外
荘
で
お
弁
当

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は

若
き
日
の
森
鷗
外
が
す
ご
し
た
邸

宅
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
邸
宅
の
一
部
は
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

て
、
時
間
に
よ
っ
て
見
学
が
可
能

で
す
。
私
た
ち
も
中
を
見
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
鷗
外
の

作
品
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ

　

平
方
部
担
当
の
研
修
旅
行
は
、

六
月
五
日
、
国
会
議
事
堂
と
日
銀

貨
幣
博
物
館
へ
行
き
ま
し
た
。

い
か
心
配

で
、
自
分

の
家
の
片

づ
け
も
放

り
出
し

り
組
み
ま

し
た
。
平

成
二
十
六

年
度
は
学

校
に
と
っ

平
成
26
年
度
研
修
旅
行

平
成
25
年
度
研
修
旅
行
「
社
会
科
見
学
」

■
校
外
理
事
紹
介

理
事
／
薄
葉
フ
ミ
子
（
15
回
）・

長
谷
川
ト
シ
子
（
17
回
）・
京

極
三
智
子
（
18
回
）・
新
妻
彰

子
（
19
回
）・
加
藤
昌
子
（
26
回
）

■
校
内
理
事
紹
介

理
事
長
／
吉
田
真
弓
（
31
回
）

会
計
／
草
野
香
織
（
39
回
）・

佐
藤
裕
子
（
44
回
）
理
事
／
髙

橋
真
由
美
（
37
回
）・
塩
井
綾

枝
（
38
回
）・
志
賀
寿
枝
（
46

回
）・
黒
澤
朋
美
（
46
回
）・
江

川
育
実
（
52
回
）・
片
寄
景
一

朗
（
59
回
）・
渡
邊
孝
紘
（
61
回
）・

高
木
美
枝
（
29
回
）

　

参
加
者
一
〇
〇
名
を
超
え
、
バ

ス
三
台
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
国
会
議
員
の
方
々
に
、

温
か
く
迎
え
ら
れ
、
参
議
院
予
算

委
員
室
で
、総
理
大
臣
や
各
大
臣
の

座
席
に
座
り
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
昼
食
は
、
赤
坂
の

ホ
テ
ル
で
の
、
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
。
日
銀
貨
幣
博
物
館
で
貨
幣

の
歴
史
を
学
び
、
車
窓
よ
り
、
新

装
な
っ
た
東
京
駅
赤
レ
ン
ガ
を
眺

め
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
、
力
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
絆
を
強
め
ま

し
た
。
大
所
帯
の
中
、
何
事
も
な

く
、
無
事
過
ご
せ
た
事
に
、
感
動
・

感
謝
・
安
堵
の
一
日
で
し
た
。

�

（
高
校
17
回
）

た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

午
後
は
、
江
戸
東
京
博
物
館
で

開
催
中
の
「
黒
田
官
兵
衛
展
」
を

見
学
致
し
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
て

い
る
官
兵
衛
の
人
と
な
り
や
時
代

背
景
を
テ
レ
ビ
番
組
と
重
ね
合
わ

せ
て
楽
し
め
た
か
と
思
い
ま
す
。

�

（
高
校
23
回
）
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・
５
）

◦
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
増
設
電
源
工
事�

（
Ｈ
26
・
６
）

◦
記
念
式
典�

（
Ｈ
26
・
７
）

◦
記
念
講
演�

（
Ｈ
26
・
７
）

　
　

講
師　

水
越
美
枝
子
、
猪
狩
暢
子

　
　
　
『
本
当
の
自
分
に
な
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　

①
「
設
計
」
と
い
う
仕
事

　
　
　
　
　
　

②
「
編
集
」
と
い
う
仕
事
』

◦
桜
丘
祭　

文
化
祭
「
桜
故
知
新
」�

（
Ｈ
26
・
７
）

◦
桜
丘
会
館
補
修
工
事�

（
Ｈ
26
・
10
）

◦
百
十
周
年
記
念
誌
編
纂�

（
Ｈ
26
・
12
）

百
十
周
年
記
念
事
業
・
行
事

桜　　丘　　会　　報平成 27 年３月１日 発行 第　19　号　（2）



北茨城・高萩
・十王支部

東海
支部

東京
支部

会津
支部

平方部

小名浜方部四倉方部

仙台
支部

郡山
支部

浪江
支部

福島
支部

支
部
・
方
部
だ
よ
り

支
部
長　

大
平
　
育
子
（
高
校
９
回
）

支
部
長　

志
賀
恵
久
子
（
高
校
９
回
）

支
部
長　

坂
本
　
瑞
井
（
高
校
14
回
）

支
部
長　

遠
山
美
沙
子
（
高
校
８
回
）

会
長　

髙
橋
　
昌
江

（
高
校
11
回
）

会
長　

小
野
　
双
葉

（
高
校
12
回
）

会
長　

髙
倉
ケ
イ
子

（
高
校
11
回
）

支
部
長　

加
藤
　
翠
子
（
高
校
17
回
）

支
部
長　

平
田
　
良
子
（
高
校
16
回
）

支
部
長　

柗
本
　
洋
子
（
高
校
26
回
）

支
部
長　

加
藤
　
春
江
（
高
校
28
回
）

感 

謝 

の 

心

桜
丘
会
館
の
図
書
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
し
た
。

感
動
は
人
生
の
ア
ク
セ
ン
ト

同
窓
会
の
輪
を
広
げ
よ
う

春
と
秋
の
行
事

総
会
開
催
に

向
け
て

活
性
化
を

　
　
目
指
し
て

嬉
し
い
出
来
事

郡
山
支
部
だ
よ
り

新
し
い
世
界
へ

感
動
は
人
生
の
ア
ク
セ
ン
ト

　

本
年
度
の
総
会
・
研
修
会
は
風

　

今
年
も
東
海
支
部
は
一
月
三
十

一
日
の
新
年
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
四
月
の
会
合
で
登

録
有
形
文
化
財
に
な
っ
た
桜
丘
会

　

桜
丘
会
東
京
支
部
は
、十
数
年

来
、上
野
の
精
養
軒
で
開
催
し
て
参

り
ま
し
た
。今
年
度
、第
五
十
九
回

の
総
会
は
約
百
五
十
名
の
参
加
が

あ
り
、若
い
会
員
の
参
加
が
増
え
た

こ
と
は
、喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

母
校
の
教
員
・
校
長
を
な
さ
っ

た
石
河
強
先
生
に
よ
る
「
感
動
は

人
生
の
ア
ク
セ
ン
ト
」
と
い
う
題

で
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生

は
古
稀
を
迎
え
た
二
年
後
に
国
際

交
流
の
架
け
橋
と
し
て
、
後
の
十

年
の
人
生
を
考
え
て
、
日
本
語
教

師
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
行
き
を
実
現
さ
れ
ま
し

た
。
社
会
主
義
国
の
実
情
な
ど
を

紹
介
し
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
に
は
、
気
力
・
体
力
の
持
ち
よ

う
で
実
現
で
き
る
こ
と
な
ど
を
巧

み
な
話
術
で
披
露
さ
れ
、
同
窓
生

　

会
津
支
部
は
、
平
成
二
十
五
年

九
月
二
十
八
日
に
老
舗
料
亭
・
萬

花
楼
に
て
第
三
十
一
回
会
津
磐
女

桜
丘
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
会
は
、
以
前
は
二
年
に

一
度
の
開
催
で
し
た
が
、
平
成
二

十
一
年
か
ら
は
毎
年
開
か
れ
て
い

ま
す
。
学
校
や
地
域
の
行
事
な
ど

が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
八
名
の
参

加
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
互
い
の

近
況
を
報
告
し
合
っ
た
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
磐
女
時
代
の
思
い
出
を
語

り
合
っ
た
り
と
、
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
故
郷
い
わ
き
に
思
い
を

　

発
会
し
て
三
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
会
員
数
三
〇
〇
余
名
、
年
間

行
事
も
春
と
秋
の
二
回
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
四
月
の
母
校
訪
問
は

丁
度
桜
の
見
ご
ろ
に
散
策
、
震
災

後
修
理
さ
れ
た
桜
丘
会
館
の
中
を

見
る
こ
と
が
出
来
、
み
ん
な
懐
か

し
い
思
い
に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま

　

平
成
二
十
七
年
桜
丘
会
総
会

は
、
小
名
浜
方
部
会
が
担
当
し
ま

す
。
大
震
災
に
よ
り
、
担
当
を
免

除
さ
れ
て
以
来
四
年
目
に
な
り
ま

す
。
前
回
担
当
時
に
準
備
し
た
経

験
を
活
か
し
、
参
加
者
の
皆
様
に

ご
満
足
の
頂
け
る
お・
も・
て・
な・
し・
が

で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
一
同
、
多
数
の
ご
参
加

を
頂
け
ま
す
よ
う
、
念
じ
て
お
り

ま
す
。

　

四
倉
方
部
会
は
総
会
を
二
年
毎

か
ら
三
年
毎
に
変
更
し
、
会
費
は

千
円
に
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

一
年
目
は
総
会
、
二
年
目
は
研
修

旅
行
、
三
年
目
は
会
報
発
行
と
事

業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
減
少
、
高
齢
化
、
会
運
営

費
の
き
び
し
さ
な
ど
悩
み
も
あ
り

ま
す
が
、
智
恵
と
能
力
と
笑
顔
を

集
め
て
会
を
継
い
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
支
部
総
会
は
、
本
部

よ
り
遠
路
玉
手
匡
子
会
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
六
月
十
三
日
国
際

ホ
テ
ル
に
於
て
、
二
十
五
名
の
参

　

郡
山
支
部
は
、
三
年
に
一
度
の

総
会
（
懇
親
会
）
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
前
回
の
十
六
回
は
、
平

成
二
十
四
年
に
「
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス
」
で
開
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
青
春
時
代
を
同
じ
校

舎
で
学
ん
だ
者
同
志
、
あ
れ
こ
れ

と
話
が
弾
み
、
楽
し
い
会
と
な
り

　

福
島
桜
丘
会
は
、
六
月
一
日
に

第
五
十
二
回
総
会
・
懇
親
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
第
二
十
五
代
校

長
・
石
河
強
先
生
を
お
招
き
し
、

大
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

石
河
先
生
に
は
「
感
動
は
人
生

の
ア
ク
セ
ン
ト
」
と
い
う
題
で
ご

講
演
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
日
本
語
教
師
を
な
さ
っ
て
お
ら

れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
興
味
深
い

年
支
部
を
支
え
て
下
さ
っ
た
高
女

の
皆
様
に
差
し
上
げ
る
事
を
満
場

一
致
で
決
定
し
、
ま
た
二
十
七
年

度
か
ら
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

会
員
に
お
祝
を
差
し
上
げ
る
事
と

し
、
先
輩
達
に
感
謝
の
心
を
送
る

事
に
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
近
況
を
一
人
ず
つ

発
表
し
ま
し
た
が
、
六
十
才
か
ら

の
婚
活
の
話
し
に
は
大
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
そ
の
後
五
浦
美
術
館

に
移
動
し
、「
岡
倉
天
心
」
の
生

館
を
記
念
し
て
図
書
カ
ー
ド
を
作

る
こ
と
を
決
定
。
五
月
に
発
送
す

る
「
桜
丘
会
た
よ
り
」
に
同
封
し

四
十
二
名
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
。
六
月
二
十
九
日
は
支
部
の
総

会
で
す
。
例
年
通
り
名
古
屋
ア
ソ

シ
ア
ホ
テ
ル
の
梨
香
で
開
催
し
ま

し
た
。
そ
の
折
、
本
部
か
ら
送
ら

を
勇
気
づ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
赴
任
中
に
母
校
の
卒
業
生
が

訪
問
し
て
く
れ
た
こ
と
は
望
外
の

喜
び
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
お
話

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
も
う
一
人
は

高
女
二
十
九
回
卒
で
今
年
卒
寿
を

迎
え
ら
れ
た
赤
津
彰
子
さ
ん
が
い

わ
き
市
か
ら
出
席
さ
れ
て
、
仲
間

と
「
青
い
山
脈
」
の
大
合
唱
を
な

馳
せ
て

全
員
で

校
歌
を

歌
い
、

来
年
の

再
会
を

約
束
し

て
閉
会

と
な
り

ま
し
た
。

加
で
開

催
さ
れ

ま
し
た
。

　

三
浦

信
子
さ

ん
（
高

女
二
十

八
回
卒

九

十

歳
）
の

乾
杯
ご

ま
し
た
。

　

次
回

の
十
七

回
は
来

年
、
平

成
二
十

七
年
に

開
催
予

定
で
す
。

郡
山
近

辺
に
お

お
話
を
お
聞
き
し
、
楽
し
い
ひ
と

こ
れ
か
ら
も
、
会
津
に
暮
ら
す
同

窓
生
の
輪
が
、
ま
す
ま
す
大
き
く

強
く
な
っ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

�

（
高
校
34
回　

遠
藤
亮
子
記
）

発
声
と
凜
と
し
た
姿
勢
、
お
話
に

大
先
輩
の
威
厳
を
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
年
々
減
少
し
て
行
く

中
、
今
年
は
嬉
し
い
事
に
二
人
の

初
参
加
が
あ
り
、
挨
拶
も
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
堂
々
と
し
て
い
て
頼

も
し
い
限
り
で
す
。
二
人
の
出
席

に
懇
親
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

こ
れ
か
ら
も
絆
は
繋
が
れ
る
と
安

堵
致
し
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
、
な

つ
か
し
い
桜
の
校
舎
が
映
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
背
景
に
校
歌
を
唱
い
、
来
年

の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
致
し
ま

し
た
。

住
ま
い
の
方
の
、
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
先
日
、
玉
手
同
窓
会
長
よ

り
支
部
宛
に
「
ク
リ
ス
タ
ル
・
ス

ト
ラ
ッ
プ
」
そ
の
他
を
送
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
総
会
参
加
者
に
記
念
品
と

し
て
、
差
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

復
興
と
い
う
言
葉
の
影
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
私
達
浪
江
支
部
は
、

全
員
が
双
葉
町
と
浪
江
町
の
住
民

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
も
故

郷
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

で
す
。
戻
れ
な
い
と
い
う
よ
り
、

も
う
移
住
先
を
見
出
し
、
新
し
い

世
界
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
迷

い
な
が
ら
自
ら
の
選
択
を
決
断
し

て
い
る
の
で
す
。
故
郷
と
は
そ
こ

に
思
い
出
の
人
々
と
の
ぬ
く
も
り

や
色
や
音
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
、
灰
色
で
音
の
な
い
故
郷
は
と

て
も
悲
し
い
存
在
な
の
で
す
。
し

か
し
そ
ん
な
時
、
移
住
先
、
避
難

先
で
同
窓
生
と
の
出
会
い
や
暖
か

な
交
流
が
花
咲
い
た
時
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
誰
も

が
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
又
見
え

な
い
糸
に
引
き
よ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
新
し
い
出
会
い
を
一
つ
で
も
多

く
見
つ
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
や
そ

の
後
関
連
死
で
亡
く
な
っ
た
方
を

思
う
時
、
命
の
尊
さ
を
か
み
し
め

て
、
前
進
し
て
い
か
ね
ば
と
痛
感

し
、
本
当
の
復
興
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

時
を
過

ご
し
ま

し
た
。

　

一
昨

年
十
月

に
は
、

念
願
の

母
校
訪

問
を
実

現
で
き

れ
て
い
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
五
十
個
を

持
っ
て
行
き
、
出
席
の
皆
様
に

買
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
売
り

上
げ
は
本
部
に
寄
付
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
も
初
参
加

者
あ
り
、
十
年
ぶ
り
の
参
加
者
あ

り
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
親
睦
旅
行
は
十
二
月
二
日
～

三
日
・
神
戸
と
有
馬
温
泉
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

ま
し
た
。
懐
か
し
い
母
校
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

創
立
百
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
を
心

よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
高
校
29
回　

渡
辺
郁
子
記
）
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


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


















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























し
た
。

秋
は
研

修
旅
行

で
星
野

富
弘
美

術
館
へ

出
か
け

ま
す
。

光
明
媚

な
大
津

の
大
観

荘
で
実

施
し
ま

し
た
。

本
校
か

ら
頂
い

た
ス
ト

ラ
ッ
プ

は
、
長

涯
と
業
績
に
つ
い
て
の
講
話
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
美
術

院
の
画
家
た
ち
」
の
所
蔵
品
展
を

鑑
賞
し
、有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

二
十
名
の
参
加
者
の
内
、
高
齢
者

へ
の
優
待
が
あ
り
二
名
の
み
の
入

場
券
購
入
で
し
た
の
が
残
念
!!　

若
い
方
々
の
参
加
が
待
た
れ
ま
す
。

さ
っ
た
こ

と
で
す
。

来
年
度
の

総
会
は
五

月
第
二
日

曜
日
、
精

養
軒
を
予

定
し
て
お

り
ま
す
。
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桜
故
知
新

陸
上
競
技
部

全
国
大
会
出
場
部
・
外
局
よ
り

桜
丘
祭
の
思
い
出

科
学
部

放
送
局

箏
曲
部

桜
丘
祭
の
思
い
出

編
集
委
員

進路状況について 進路指導部長　小林　俊一

前
期
生
徒
会
長
　
椎
名
　
紬

三
年
　
佐
々
木
海
帆

三
年
　
髙
倉
　
優
花

三
年
　
助
川
　
真
衣

二
年
　
鈴
木
絵
実
理

三
年
　
西
田
愛
咲
美

桜
丘
祭
実
行
委
員
長
　
村
上
祥
子

委
員
長
　
門
林
　
栄
子（
高
校
24
）

会
　
長
　
玉
手
　
匡
子（
高
校
13
）

副
会
長
　
坂
本
　
洋
子（
高
校
19
）

　
　
　
　
大
平
　
妙
子（
高
校
20
）

　
　
　
　
園
部
早
由
里（
高
校
23
）

委
　
員（
高
校
24
回
）

　
　
石
島
　
博
子
・
志
賀
　
悦
子

　
　
柴
野
真
知
子
・
渡
邉
　
浩
子

校
内
委
員

　
　
　
　
黒
澤
　
朋
美（
高
校
46
）

　
　
　
　
江
川
　
育
実（
高
校
52
）

　
　
　
　
渡
邊
　
孝
紘（
高
校
61
）

　

平
成
二
十
五
年
度
卒
業

生
は
震
災
当
日
に
中
学
校

を
卒
業
し
た
生
徒
た
ち
で

し
た
。人
生
で
最
も
多
感
な

三
年
間
を
最
も
困
難
な
状

況
の
中
で
過
ご
し
た
彼
ら

は
、そ
れ
で
も
未
来
へ
の
希

望
を
捨
て
る
こ
と
な
く
努

力
を
続
け
、力
強
く
人
生
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

震
災
以
後
の
本
校
生
の

進
路
希
望
に
は
い
く
つ
か

の
共
通
点
が
見
ら
れ
ま

す
。
一
．
現
役
志
向
が
一

段
と
強
ま
っ
た
こ
と
、二
．

国
公
立
大
受
験
者
数
が
再

び
増
加
に
転
じ
た
こ
と
、

三
．
医
療
や
教
育
、
あ
る

い
は
地
域
行
政
等
、
安
定
か
つ
震

災
か
ら
の
復
興
を
連
想
さ
せ
る
進

路
希
望
が
増
加
し
た
こ
と
、
四
．

高
卒
で
の
公
務
員
受
験
を
目
指
す

生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
で

す
。

　

男
女
共
学
化
以
後
の
本
校
は
、

首
都
圏
を
中
心
と
す
る
私
立
大
学

へ
の
進
学
希
望
が
多
く
、
国
公
立

大
学
の
受
験
者
数
が
徐
々
に
減
少

し
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
状
況
の

不
透
明
化
を
背
景
に
、
経
済
的
負

担
の
少
な
い
国
公
立
大
学
へ
の
進

学
希
望
者
の
増
加
が
再
び
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
確
実

に
進
学
・
就
職
し
て
早
く
社
会
で

貢
献
し
た
い
と
考
え
る
生
徒
も
増

え
た
こ
と
か
ら
、
卒
業
時
点
で

の
自
分
の
学
力
に
見
合
っ
た
進

路
先
を
選
択
す
る
傾
向
も
強
く
、

こ
の
三
年
間
の
進
路
決
定
率
は

九
十
五
％
前
後
ま
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
安
全
志
向
の
高

ま
り
に
対
し
て
は
様
々
な
ご
意
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

人
一
人
が
地
域
再
生
・
復
興
の
た

め
に
自
ら
が
で
き
る
こ
と
を
真
剣

に
考
え
た
上
で
の
進
路
選
択
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
地
域
社

会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き
本
校

生
の
矜
持
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

た
結
果
と
も
い
え
ま
す
。

　

具
体
的
な
進
学
状
況
は
別
表
に

掲
載
の
と
お
り
で
、
創
立
百
十
周

年
を
迎
え
た
伝
統
校
の
名
に
恥
じ

な
い
実
績
を
示
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
特
に
近
年
は
国
公
立
大

学
へ
の
公
募
推
薦
入
試
で
の
合
格

者
が
急
増
し
、
二
十
五
年
度
も
推

薦
で
は
県
内
最
多
と
な
る
二
十
六

名
の
合
格
者
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
学
業
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
そ
の
も
の

や
校
内
外
で
の
特
別
活
動
で
高
い

評
価
を
受
け
る
生
徒
が
多
い
こ
と

の
表
れ
で
あ
り
、
文
武
両
道
の
実

現
を
目
指
す
本
校
に
と
っ
て
も
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

在
校
生
に
は
先
輩
の
活
躍
を
励

み
と
し
な
が
ら
も
、
よ
り
高
い
志

を
持
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
生
徒

が
難
関
校
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本

校
が
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

同
窓
の
諸
先
輩
方
の
誇
り
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
生
徒
・
教
員

が
一
丸
と
な
っ
て
進
路
実
現
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

第
四
十
二
回
の
桜
丘
祭
も
た
く

さ
ん
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
無
事

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
創
立
百
十
周
年
を
迎
え
た

こ
と
も
あ
り
、
桜
丘
祭
前
か
ら
前

　

私
は
陸
上
競
技
部
に
入
部
し
素

晴
し
い
仲
間
に
巡
り
会
い
ま
し

た
。
苦
し
い
時
、
挫
折
し
そ
う
な

時
は
皆
で
励
ま
し
合
い
、
ま
た
、

喜
び
も
共
に
わ
か
ち
合
っ
て
き
ま

し
た
。
仲
間
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
私
は
全
国
の
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
。
最
後
に
、澤
田
先
生
、

こ
こ
ま
で
お
導
き
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち

放
送
局

は
、
日
々

の
努
力
に

加
え
生
徒

の
皆
さ
ん

や
顧
問
の

先
生
を
は

『
夢
を
追
い
続
け
て

　
　
　
　
　

Ｍ
Ｙ　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
』

�

永
井
千
代
子
（
高
３
）

『
大
丈
夫
、
み
ん
な
楽
し
く

　
　
　
　
　

生
き
て
い
ま
す
！
』

�

古
賀
才
子
（
高
７
）

『
高
速
世
界
に
浮
か
ぶ
匣
』

�

田
所
沙
知
子
（
高
55
）

『
原
発
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
脱
出
』

�

　

川
崎
葉
子
（
高
22
）

『
40
代
か
ら
の

　
　
　
　

住
ま
い
リ
セ
ッ
ト
術
』

�

水
越
美
枝
子
（
高
30
）

『
竹
林
は
る
か
遠
く
』

�

都
竹
恵
子
（
高
23
）

編
集
後
記

■その他の大学（25年度のみ。短大・専修学校等は除く）
亜細亜大・石巻専修大・仙台大・東日本国際大・武蔵大・二松
学舎大・東京薬科大・常磐大・関東学園大・東京経済大・聖徳
大・国士舘大・白鴎大・目白大・鎌倉女子大・東洋英和女学院大・
東北芸術工科大・宮城学院女子大・植草学園大・淑徳大・亀田
医療大・つくば国際大・流通経済大・秀明大・城西国際大・関
東学院大・玉川大・神奈川工科大・城西大・拓殖大・東京造形
大・明海大・上野学園大・杏林大・工学院大・帝京平成大・武
蔵野大・高崎健康福祉大・桜美林大・麻布大・大正大・帝京科
学大・埼玉医科大・千葉工業大・日本医療科学大・新潟医療福
祉大・山梨学院大・京都橘大 他

　

会
報
十
九
号
は
母
校
創
立
百
十

周
年
と
重
な
り
、「
創
立
百
十
周
年

記
念
特
集
号
」
と
し
て
発
行
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
メ
ン
バ
ー
な
が
ら
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
で
、

無
事
お
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。�

（
門
林　

栄
子
）

（
同
窓
生
の
著
作
・
受
付
順
）

　
平
成
二
十
六
年
七
月
五
日
、
六

日
の
二
日
間
に
渡
り
第
四
十
二
回

桜
丘
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

回
よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
生
徒
会
役
員
、
全
校
生
徒
の

盛
り
上
が
り
が
市
内
に
広
が
っ
て

い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

公
開
文
化
祭
の
来
客
数
は
前
回
を

大
き
く
上
回
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

桜
丘
祭
当
日
も
皆
、
笑
顔
で
し

た
が
、
準
備
期
間
の
表
情
の
方
が

私
は
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
何

か
一
つ
を
作
り
上
げ
る
為
に
、
ク

ラ
ス
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

真
剣
な
顔
や
出
来
上
が
っ
た
時
の

嬉
し
い
顔
。
当
日
の
思
い
出
よ
り

も
、
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
ま
で
の

過
程
の
方
が
素
敵
な
思
い
出
に

な
っ
た
生
徒
も
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
程
、
素
敵
な
顔
を
た
く

さ
ん
見
た
気
が
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ス
や
部
活
、
委
員
会
な
ど

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
そ
れ

ぞ
れ
喜
び
や
達
成
感
、
人
を
も
て

な
す
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
、
と
て
も
素
敵
で
印
象
に
残

る
桜
丘
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
四
十
二
回
桜
丘
祭
開
催
に
あ

た
り
ま
し
て
、
ご
協
力
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
方
々
、
学
校
ま
で
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

年
は
、
一
万
人
を
超
え
る
過
去
最

多
の
来
場
者
数
を
記
録
し
、
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
番
直
前
ま
で
準
備
を
し
て
い

る
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
果
た
し
て
成

功
で
き
る
の
か
と
不
安
で
し
た

が
、
特
に
大
事
に
至
る
こ
と
も
な

く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
主
に
担
当
し
て
い
た
第
一

体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
最
後

ま
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
、

桜
が
丘
の
生
徒
の
底
力
を
見
た
気

が
し
ま
し
た
。

　

大
き
な
行
事
を
運
営
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と

で
し
た
が
、
そ
の
分
、
成
功
し
た

時
の
大
き
な
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
自
分
自
身
も
大
き
く

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
生
活
で
こ
う
い
う
経
験
が
で

き
た
こ
と
は
、
将
来
の
自
分
の
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

桜
丘
祭
は
、
私
の
中
で
最
高
の

高
校
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

で
し
た
。

　

日
々
の
地
道
な
研
究
が
実
を
結

び
、
私
達
科
学
部
は
地
学
部
門
で

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
鳴
き
砂
に
関
し
て
調

査
す
る
中
で
考
察
通
り
に
い
か
な

い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
度
に
皆
で
話
し
合
い
、
実
験
を

重
ね
て
発
表
内
容
を
仕
上
げ
て

い
っ
た
こ
と
は
良
い
思
い
出
で
す
。

全
国
大
会
で
は
興
味
深
い
研
究
が

数
多
く
あ
り
、
ま
た
仲
間
と
過
ご

し
た
時
間
は
最
高
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
科
学
部
を
こ
れ
ま
で
支
え

て
下
さ
っ

た
皆
様
、

今
ま
で
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

　

私
達
箏
曲
部
は
、
い
わ
き
総
合

と
全
国
各
地
の
バ
ス
が
停
ま
っ
て

い
て
、
全
国
大
会
の
大
き
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
会
場
内
で

は
、
た
く
さ
ん
の
係
の
方
々
に
お

世
話
に
な
り
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。演
奏
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
全
て

出
し
切
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で

で
一
番
の
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
で
き
た
の

も
先
生
方
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
今
回

の
経
験
を
こ
れ
か
ら
に
生
か
し
、

来
年
も
全
国
の
舞
台
に
立
ち
た
い

で
す
。

　

先
生
、
家
族
、
仲
間
、
た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
た
お
か
げ
で

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。つ
ら
い
時
苦
し
い
時
、

共
に
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い
な

が
ら
過
ご
し
た
日
々
は
私
の
一
生

の
宝
物
で
す
。
大
好
き
な
桜
が
丘

陸
上
部
で
大
好
き
な
仲
間
と
大
好

き
な
陸
上
が
で
き
て
本
当
に
幸
せ



































じ
め
と
す
る
先
生
方
、
そ
し
て
地

域
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
今
ま
で
目
標
と
し
て
き
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
杯
、
総
合
文
化
祭
の
二
つ
の

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
大
会
で
も

入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
誇

り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

桜
が
丘
放
送
局
は
、
先
輩
方
が

残
し
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
繋

ぎ
、
そ
し
て
新
し
い
伝
統
を
創
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
琴
部

と
「
福
島

県
合
同
」

と
し
て
茨

城
県
で
行

わ
れ
た
全

国
大
会
に

出
場
さ
せ

て
頂
き
ま

し
た
。
会

場
に
着
く

母
校

こ
の
ご
ろ

主な大学合格者数（現役生のみ）
卒業年度（平成） 25 24 23

国
　
立
　
大
　
学

北見工業大学 1
北海道教育大学 1 1
弘前大学 1
秋田大学 1
東北大学 1
宮城教育大学 2 1

山形大学

人文学部 1
理学部 1
工学部 1 1 3
地域教育文化学部 1 1 2
農学部 4

福島大学

行政政策学類 3 3
経済経営学類 1 3
人間発達文化学類 5 10 2
共生システム学類 1 1 2

茨城大学

人文学部 2 4 6
教育学部 2 3 3
理学部 1 1 2
工学部 4 2 2
農学部 2 1

群馬大学 1 3
筑波大学 1 1
宇都宮大学 4 3 2
千葉大学 1
埼玉大学 2 3 2
電気通信大学 1
横浜国立大学 1
新潟大学 5 1 2
信州大学 2 2
静岡大学 1 1
広島大学 1
山口大学 1
琉球大学 2

公
　
立
　
大
　
学

釧路公立大学 2
岩手県立大学 3 2 1
秋田県立大学 2 2 4
山形県立保健医療大学 1
宮城大学 1 3 1

福島県立医科大学 医学部 1
看護学部 5 4 3

会津大学 5 1 2
茨城県立医療大学 1 1
千葉県立保健医療大学 1
群馬県立女子大学 3 1
前橋工科大学
高崎経済大学 5 2 1
埼玉県立大学 2
横浜市立大学 1
都留文科大学 1 1
新潟県立大学 1 2
名古屋市立大学 1
福井県立大学 1
石川県立大学 1 1 1

合　　　　　計 68 71 65

卒業年度（平成） 25 24 23

私
　
立
　
大
　
学

青 山 学 院 大 学 1 2 2
茨城キリスト教大学 13 10 7
い わ き 明 星 大 学 19 17 28
大 妻 女 子 大 学 3 9 4
学 習 院 大 学 2 1 1
神 奈 川 大 学 18 13 17
神 田 外 語 大 学 1 1 4
北 里 大 学 2 6 4
共 立 女 子 大 学 2 6 3
慶 應 義 塾 大 学 1
國 學 院 大 學 3 2
国 際 医 療 福 祉 大 学 5 11 10
駒 澤 大 学 15 8 8
自 治 医 科 大 学 2 2 1
実 践 女 子 大 学 1 5 1
芝 浦 工 業 大 学 3 5 2
昭 和 女 子 大 学 4 2
女 子 栄 養 大 学 1 4
順 天 堂 大 学 3 1
成 蹊 大 学 6 4 4
成 城 大 学 1 2 3
専 修 大 学 10 5 13
大 東 文 化 大 学 8 3 4
中 央 大 学 1 4 1
津 田 塾 大 学 1 1 1
帝 京 大 学 7 17 16
東 海 大 学 9 13 18
東 京 家 政 大 学 3 13 3
東 京 女 子 大 学 2 1 1
東 京 都 市 大 学 6 3 4
東 京 電 機 大 学 2 1 3
東 京 農 業 大 学 3 3
東 京 理 科 大 学 1 2 1
同 志 社 大 学 1 1
東 北 学 院 大 学 8 3 2
東 北 福 祉 大 学 8 1 8
東 北 薬 科 大 学 2 1 4
東 洋 大 学 9 7 5
獨 協 大 学 4 6 1
日 本 女 子 大 学 1 1
日 本 大 学 21 8 18
文 教 大 学 14 10 7
フェリス女学院大学 1 5 2
法 政 大 学 7 3 4
明 治 学 院 大 学 4 5 4
明 治 大 学 1 3 4
立 教 大 学 2 2 3
立 命 館 大 学 1
龍 谷 大 学 3 1

国公立大学合格内訳
推 薦 入 試 25
Ａ Ｏ 入 試 ・ そ の 他 1
前 期 試 験 31
中 期 試 験 0
後 期 試 験 11
別 日 程 0
二 次 募 集 0

合　　　計 68
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